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多
く
の
先
学
者
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
「
宗
教
」
と
い
う
言
葉
は
、

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
国
か
ら
の
同
概
念
の
流
入
と
、
近
世
社
会
に
流
布
し
た
「
宗

門
」
・
「
教
法
」
・
「
聖
道
」
な
ど
の
言
葉
と
の
再
編
成
に
よ
り
、
近
代
に
「
諸
国
'

E
B」
の
訳
語
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(
l
)
.

本
書
の
主
人
公
で
あ
る

島
地
黙
雷
(
一
八
三
八
ー
一
九
一
一
)
は
滞
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
で
あ
り
、
欧
米

に
お
け
る
「
目
出
岡
山
一

B
」
を
い
ち
早
く
近
代
日
本
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
キ
1

パ
1
ソ
ン
で
あ
る
。
具
体
的
に
彼
は
、
明
治
維
新
以
降
に
い
ち
早
く
宗
門
の
改
孟
に

着
手
し
、
そ
し
て
、
西
本
願
寺
の
命
に
よ
り
近
代
日
本
仏
教
界
初
の
渡
欧
を
な
し
た

人
物
と
し
て
知
ら
れ
、
一
八
七
0
年
代
の
「
政
」
と
「
教
」
の
関
係
に
多
大
な
影
響

を
与
え
た
と
さ
れ
る
.

近
年
、
「
宗
教
」
な
る
概
念
の
成
立
過
程
を
多
様
な
視
角
か
ら
考
察
す
る
研
究
が

N
C
H
m
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徐
々
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
英
語
圏
で
は
、
「
宗
教
」
と
「
国
家
」
の
力

関
係
に
注
目
し
た
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・

A

ジ
ョ
セ
フ
ソ
ン
の
『
日
本
に
お
け
る
宗
教
の

創
出
』

(
3
0
F
g
t
s
a
F
E
t
B
E
E
s
-
5
2
3
s
a
g
o
a
o

p
g
p
M
E悶
)
、
ト
レ
ン
ト
・

E

マ
ク
シ
l
の
『
最
大
の
難
問
明
治
日
本
に

お
け
る
宗
教
と
国
家
の
形
成
』

2
r
J
C
Z
E。
昆
早
急
円
。
目
r

国
各
唱
。
ロ
自
品

目

s
z
g同目色
b
n
E
冨
怠
目
白
畠
B
W
出
向
〈
母
島

d
E
4
0
E
H苛
〉
包
"
の

E
Z
F

M
D
H
品
)
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
日
本
に
お
い
て
は
、
磯
前
順
一
の
『
近
代
日

本
の
宗
教
言
説
と
そ
の
系
諮
|
|
宗
教
・
国
家
・
神
道
』
(
岩
波
書
底
、
二

O
O三

年
)
、
「
前
近
代
」
と
「
近
代
」
に
光
を
当
て
よ
う
と
し
た
林
淳
の
「
宗
門
か
ら
宗
教

ご
な
ど
が
あ
る
。
「
宗
教
」
と
い
う
言
葉
が
一
八
八
0
年
代
ま
で
の
日
本
列
島
に

お
い
て
一
般
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
「
宗
教
」
の
あ
り
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方
は
国
民
国
家
の
枠
組
の
中
で
盛
ん
に
議
論
さ
れ
続
け
て
い
た
。

本
書
の
著
者
で
あ
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
教
授
の
ハ
ン
ス
・
マ

l
テ
ィ
ン
・
ク

レ
!
?
は
、
上
述
し
た
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
明
治
期
を
代
表
す
る
僧
侶
島

地
に
焦
点
を
当
て
、
政
治
的
か
つ
社
会
的
な
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
よ
せ
、
『
宗
教
話
回
目

m
E
E
と
「
世
俗

E
n己
R
」
が
如
何
に
近
代
日
本
と
い
う
文
脈
で
「
再
概
念
化

2
2
E
4
p
o
E
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
綿
密
に
考
察
し
た
。
具
体
的
に
彼
は
、
ポ
ス

ト
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
理
論
を
批
判
的
に
取
り
上
げ
、
近
代
日
本
に
お
け
る
「
宗

教
」
の
形
成
を
単
な
る
「
創
出
町
話
回
宮
口
」
あ
る
い
は
「
翻
訳
宵
自
ω釘位。
E

の
プ
ロ
セ
ス
と
み
な
す
の
で
は
な
く
、
西
洋
か
ら
の
そ
れ
と
土
着
の
知
識
体
系
の
混

合
に
よ
る
「
再
概
念
化
」
の
過
程
と
い
う
視
座
を
提
供
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
際
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
交
渉
居
間
。
-

EωC。
旦
の
過
程
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
書
の
序
章
で
記
さ
れ
た

よ
う
に
、
長
ら
く
文
化
的
に
普
遍
な
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
き
た
宗
教
は
、
比
較
宗

教
学
者
の
W
.
C
目
ス
ミ
ス
(
一
九
二
ハ
|
二

0
0
0
)
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教
的

な
独
特
の
枠
組
に
お
い
て
の
み
成
立
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
著
者

は
「
交
渉
」
と
い
う
双
方
向
的
な
視
角
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
認
識

の
上
書
き
を
試
み
て
い
る
。
本
書
の
構
成
と
各
章
の
要
約
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章
第
一
章

近
世
日
本
に
お
け
る
宗
教
分
類

(の巳
O

問
。
向
日
凶
四
一
回
佐
官
回
目
回
旦
守
宮
O
島
即
日
向
者

E)

明
治
初
期
の
仏
教
と
神
道
家
の
挑
戦

宙
開
寄
害
怯
国
三
舎
臣
自
自
主
宮
田
E
U
E
E
Z
E
E
-

「
宗
教
」
か
ら
「
レ
リ
ジ
ョ
ン
」
へ

(
厚
。
自
民
国
E
E
E
Z
E
n
E
R
W
宮
笠
原
町
包
OR)

「
宗
教
」
の
西
洋
的
起
源

第

章

第

章

第
四
章

第
五
章

(
4『

E
宮
自
由

O
E
B
Z同
開

5
1
E問。)

「
宗
教
」
の
対
義
語
に
ま
つ
わ
る
長
い
歴
史

|
|
「
世
俗
」
と
「
世
俗
化
」

{
4
r
o
F
E
t出
切

E
q
o片
岡

o
r
q
0
5
0司
吉
田
宮

ω14ro田
R
巳
障
担

自
で
田
宮
己
目
N
m
g
R
)

付結
録論

島
地
黙
雷
コ
ニ
条
教
則
批
判
建
白
書
」
[
英
訳
]

序
章
で
は
、
「
近
代
日
本
に
お
い
て
「
宗
教
」
が
い
か
に
構
築
さ
れ
た
か
」
と
い

う
本
書
最
大
の
問
題
意
識
の
理
論
的
な
背
景
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
近
代
日

本
の
宗
教
概
念
の
形
成
に
決
定
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
三
つ
の
要
素
|
|
「
西
洋
の

影
響
任
。
巧

g
z
E
日
官
在
、
「
圏
内
の
政
治
課
題
笹
。
吉
田
宮
己
防
官
民
巴
、

「
土
着
の
伝
統

p
o
E
P向。
E
E
宵釦
e
P
E
E
-
-を
取
り
l
L

け
、
そ
れ
ら
が
具

体
的
に
い
か
な
る
役
割
を
果
た
し
、
い
か
な
る
「
相
互
」
作
用
に
よ
っ
て
「
宗
教
」

を
構
築
し
て
い
っ
た
の
か
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
角
か
ら
考
察
を
試
み
て
い
る
。
そ
こ

で
島
地
黙
雷
が
、
い
わ
ば
「
伝
統
」
と
「
近
代
」
の
は
ざ
ま
で
活
躍
し
た
行
為
主
体

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
説
研
究
の
手
法
と
し
て
、
前
近
代
で
は
ほ
と

ん
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
『
宗
教
」
と
い
う
言
葉
自
体
よ
り
、
明
治
初
期
に

For・

思
o
E
の
訳
語
と
し
て
提
示
さ
れ
た
「
宗
教
」
、
「
教
法
」
な
ど
の
構
成
要
素
で
あ
り
、

江
戸
時
代
に
お
い
て
す
で
に
独
立
し
た
意
味
を
持
っ
て
い
た
「
教
古
宮
古
口
問
」
や

「
法
『
司
」
、
「
宗
ω
宮
立
を
追
跡
し
た
ほ
う
が
、
日
本
に
お
け
る
「
宗
教
」
の
成
立

過
程
を
読
み
解
く
た
め
に
は
有
効
だ
と
す
る
。

第
一
章
に
お
い
て
、
著
者
は
「
宗
教
」
と
い
う
言
葉
が
な
ぜ
「
話
『
柱
。
E
の
訳

語
と
し
て
案
出
さ
れ
た
の
か
と
い
う
関
心
か
ら
出
発
し
、
二
ハ
世
紀
に
遡
っ
て
、
そ

こ
で
生
み
出
さ
れ
た
概
念
的
遺
産
が
「
宗
教
」
定
着
に
確
実
に
影
響
を
与
え
た
と
論

じ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
江
戸
期
の
日
本
に
お
い
て
確
か
に
、
「
社
会
生
活
に
お
け

-32ー
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る
独
立
領
域
」
や
、
「
人
類
の
普
遍
的
な
要
素
」
と
い
う
意
味
で
の
「
長
岡
E
E
を

見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
七
世
紀
初
頭
か
ら
異
な
る
教
理
体
系
を
語
る
上
で

「B
V督
自
」
の
類
義
語
は
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
(
一
二
頁
)
。
そ
し
て
、

東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
の
枠
組
で
、
広
義
で
の
「
括
臣
官
o
E
の
領
域
を
包
摂
す
る

言
葉
と
し
て
『
教
」
お
よ
び
「
道
場
畠
」
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
中
世
末
期
か

ら
起
き
た
キ
リ
ス
ト
教
と
の
接
触
と
、
近
世
と
な
っ
て
そ
れ
に
対
す
る
徳
川
幕
府
の

宗
教
政
策
の
影
響
に
よ
っ
て
、
日
本
独
特
の
「
自
民
包
自
」
の
領
域
が
徐
々
に
形
成

さ
れ
た
と
述
べ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
五
八
七
年
に
豊
臣
秀
吉
(
一
五
三
七
|
一
五

九
八
)
が
発
布
し
た
「
伴
天
連
追
放
令
」
、
二
三
四
年
に
発
令
さ
れ
、
徳
川
時
代

の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
政
策
の
基
本
と
し
て
機
能
し
た
「
伴
天
連
追
放
文
」
な
ど
の
テ

キ
ス
ト
分
析
を
通
し
て
、
「
法
」
や
「
宗
」
な
ど
、
仏
教
と
い
っ
た
土
着
体
系
を
語

る
上
で
の
用
語
が
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
も
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
幕
府
の
宗
教
政
策
、
特
に
本
末
制
度
や
寺
詩
制
度
の

成
立
が
言
語
実
践
に
も
た
ら
し
た
影
響
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
の
政
策
に
よ
っ
て
仏
教

に
お
け
る
諸
宗
派
の
区
別
が
強
く
一
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宗
門
と
し
て
の
組
織

の
意
味
を
多
分
に
含
む
「
宗
」
が
「
法
」
よ
り
頻
繁
に
現
れ
、
キ
ロ
ス
ト
教
を
指
す

場
合
に
も
「
邪
宗

rsogω
虫
色
と
い
う
名
が
よ
り
多
く
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
島
地
が
維
新
期
以
降
に
構
想
し
た
宗
教
概

Aeぜ
考

察
す
る
に
あ
た
り
、
「
神
道
」
の
問
題
に
加
え
て
真
宗
の
伝
統
思
想
の
影
響
に
も
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

そ
こ
で
、
第
二
章
で
は
一
八
七
0
年
代
と
い
う
近
代
の
政
治
的
・
社
会
的
な
コ
ン

テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
「
E
r恒
o
E
が
如
何
に
形
成
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
島
地
が

渡
欧
中
に
上
申
し
た
「
三
条
教
則
批
判
建
白
書
」
(
一
八
七
二
年
)
と
そ
の
周
辺
を

論
じ
て
い
る
。
著
者
は
「
三
条
教
則
批
判
建
白
書
」
を
宗
教
な
る
領
域
の
定
義
を
試

み
た
最
初
の
一
つ
と
し
、
そ
こ
に
お
い
て
「
政
」
と
「
教
」
の
分
別
が
主
張
さ
れ
た

の
み
な
ら
ず
、
の
「
内
実
」
と
「
本
質
」
が
探
求
さ
れ
た
と
す
る
。

宗
教

そ
こ

で
彼
が
属
し
た
真
宗
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
伝
統
教
義
、
神
道
へ
の
姿
勢
、
明
治
初

期
の
為
政
者
と
の
関
係
と
い
っ
た
側
面
か
ら
、
近
代
に
お
け
る
真
宗
の
特
殊
性
を
主

張
す
る
。
著
者
は
「
E
r
m
g
E
な
る
領
域
を
指
す
概
念
の
革
新
は
、
一
八
七
二
年

に
教
部
省
が
教
導
職
に
下
達
し
た
コ
ニ
条
教
則
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
し
、

真
宗
側
の
反
応
と
し
て
ま
ず
、
経
済
に
関
す
る
著
作
で
有
名
で
あ
っ
た
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
の
佐
田
介
石
(
一
八
一
八
一
八
八
二
)
の
『
教
諭
凡
道
』
(
一
八
七
二

年
)
、
真
宗
大
谷
派
の
学
僧
で
あ
る
樋
口
龍
温
(
一
八
八

O
l
一
八
八
五
)
の
『
教

則
三
条
講
述
』
(
一
八
七
三
年
)
に
注
目
し
て
い
る
。
佐
田
と
樋
口
は
、
基
本
的
に

『
三
条
教
則
」
、
特
に
そ
の
「
敬
神
」
を
肯
定
す
る
立
場
に
あ
っ
た
が
、
「
三
条
教

則
」
を
宗
教
の
統
制
政
策
と
い
う
よ
り
も
一
種
の
道
徳
的
な
規
範
と
し
て
捉
え
た
。

著
者
に
よ
る
と
こ
こ
で
、
「
沼
恒
四
時
O
E
は
コ
ニ
条
教
則
」
の
よ
う
な
政
策
の
対
象
と

は
領
域
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
す
で
に
暗
示
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
一
方
、
佐
固

と
樋
口
よ
り
一
世
代
若
い
島
地
は
「
三
条
教
則
批
判
建
白
書
」
に
お
い
て
、
「
宗

教
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
つ
つ
「
人
為
」
の
「
政
」
と
「
神
為
」
の
「
教
」
を
よ
り

明
確
に
分
別
し
、
「
教
」
を
内
面
的
な
領
域
に
限
定
す
る
と
同
時
に
、
「
神
道
」
を
宗

教
の
範
囲
か
ら
外
す
よ
う
な
語
り
方
を
先
駆
的
に
案
出
し
た
と
い
う
ロ

第
三
章
で
は
、
「
宗
教
」
の
対
語
と
し
て
構
築
さ
れ
、
前
近
代
か
ら
用
い
ら
れ
た

言
葉
で
あ
る
「
治
教
日
出
n
Z
E
E
M
M
m」
に
関
す
る
概
念
史
的
な
考
察
が
な
さ
れ
て

い
る
。
「
三
条
教
則
批
判
建
白
書
」
で
知
ら
れ
て
い
る
島
地
は
先
行
研
究
に
お
い
て
、

専
ら
『
政
」
と
「
教
」
の
分
別
を
主
張
し
た
人
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ

に
対
し
、
著
者
は
彼
の
語
り
の
枠
組
が
一
八
七
二
年
か
ら
一
八
七
四
年
に
か
け
て
、

「
政
/
教
」
よ
り
「
治
教
/
宗
教
」
の
二
項
対
立
に
変
わ
っ
た
と
鋭
く
指
摘
し
、

「
「
宗
一
教
」
は
「
政
」
で
は
な
く
、
「
治
教
」
の
対
話
と
し
て
形
成
さ
れ
た
」
(
八
六

頁
)
と
示
唆
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
治
教
」
は
、
島
地
自
身
も
言
及
し
た
よ
う
に
、

神
道
に
よ
る
国
民
教
化
を
企
て
、
一
人
七
O
(明
治
一
ニ
)
年
に
始
ま
っ
た
大
教
宣
布

運
動
の
詔
書
の
中
か
ら
借
り
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
も
と
も
と
は
神
道
の
果
た
す
べ
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き
役
割
を
表
し
て
い
る
。
一
方
、
著
者
は
島
地
の
「
教
部
改
正
ニ
ツ
キ
」
(
一
八
七

四
年
)
や
大
谷
派
の
栴
潜
龍
(
一
八
三
四
|
一
八
九
六
)
の
「
十
七
論
題
略
説
」

(
一
八
七
四
年
)
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
の
分
析
を
通
し
、
そ
こ
で
の
「
治
教
」
が
「
神

道
」
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
、
「
教
化
」
の
意
味
を
含
め
た
広
い
概
念
と
し
て
再

構
築
さ
れ
た
と
す
る
。

こ
の
「
治
教
」
の
系
譜
を
辿
る
べ
く
、
著
者
は
近
世
に
遡
り
、
そ
の
意
味
の
変
遷

を
四
つ
の
段
階
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
丹
念
に
検
討
す
る
。
第
一
期
は
、
江
戸
初
期

に
儒
学
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
で
用
い
ら
れ
た
『
治
教
」
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
必
ず

し
も
一
様
で
は
な
い
。
第
二
期
に
あ
た
る
後
期
水
戸
学
の
枠
組
で
は
、
治
国
の
術
と

し
て
の
儒
学
的
な
意
味
を
継
承
し
つ
つ
、
国
学
の
影
響
に
よ
り
、
土
着
の
神
体
へ
の

崇
拝
が
主
張
さ
れ
る
。
こ
の
文
脈
で
儒
教
と
神
道
は
同
様
に
扱
わ
れ
た
が
、
第
三
期

の
明
治
初
期
に
な
る
と
、
「
治
教
」
を
用
い
る
場
合
に
、
神
道
の
絶
対
的
な
優
位
性

が
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
治
教
」
が
為
政
者
の
臣
民
支
配
の
方
針
を
指
す
の
み
な

ら
ず
、
臣
民
「
教
化
」
の
意
味
も
帯
び
て
く
る
。
第
四
期
は
、
島
地
や
楠
な
ど
の
仏

教
者
に
よ
る
用
法
で
あ
り
、
彼
ら
は
「
治
教
」
を
「
宗
教
」
の
対
義
語
と
し
て
構
築

す
る
こ
と
に
よ
り
、
江
戸
期
の
「
教
」
の
枠
組
を
維
持
し
つ
つ
、
「
神
道
」
を
「
宗

教
」
か
ら
外
そ
う
今
と
し
た
。
著
者
は
こ
の
再
解
釈
の
試
み
が
、
日
本
に
お
け
る
「
神

道
の
問
題
J
由

E
回
官
官
。
E
O自
沼
」
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
し
、
こ
の
圏
内
の

状
況
が
、
「

g
r旬
。
巳
の
導
入
を
方
向
付
け
た
と
主
張
す
る
。

第
四
章
で
は
、
島
地
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
経
験
に
着
目
し
、
そ
れ
が
彼
に
よ
る
宗

教
の
「
再
概
念
化
」
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
か
を
検
討
し
て
い
る
。
一
八
七
二

年
、
島
地
は
西
本
願
寺
の
海
外
教
状
視
察
団
の
一
員
と
し
て
出
発
し
、
約
一
年
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
滞
在
し
た
。
し
か
し
、
先
行
研
究
が
こ
れ
ま
で
論
じ
た
よ
う
な
、
島
地
が

単
に
受
動
的
に
「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
り
わ
け
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
」
に
影
響
さ
れ
、

そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
で
に
形
成
さ
れ
た

F
o
r
m甘
巴
概
念
を
日
本
に
持
ち
帰

っ
た
と
い
う
筋
書
き
で
は
な
く
、
島
地
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
を
「
交
渉
」
の
過
程
と

し
て
語
り
直
す
こ
と
に
焦
点
が
置
か
れ
る
。
そ
こ
で
、
著
者
は
こ
れ
ま
で
着
目
さ
れ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
史
料
の
丹
念
な
精
査
を
通
じ
て
、
島
地
が
パ
リ
お
よ
び
ベ
ル
リ

ン
で
影
響
を
受
け
た
具
体
的
な
人
物
を
特
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
パ
リ
で
は

民
俗
学
者
・
言
語
学
者
の
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ

l
(
一
八
三
七
1
一
九
一
四
)
、
実

際
に
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
『
耶
蘇
伝
』

(30rha恥
Em)
と
い
う
本
を
通
し

て
島
地
に
示
唆
を
与
え
た
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ル
ナ
ン
(
一
八
二
三
|
一
八
九
二
)
、
ベ

ル
リ
ン
で
会
っ
た
ド
イ
ツ
の
自
由
主
義
神
学
者
、
特
に
エ
ミ
ル
・
グ
ス
タ
ブ
・
リ
ス

コ
(
一
八
一
九

l
一
八
八
七
)
と
の
「
交
渉
」
に
光
が
当
て
ら
れ
る
。
著
者
に
よ
る

と
、
こ
れ
ら
の
人
物
の
リ
ベ
ラ
ル
な
主
張
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
決
し

て
主
流
で
は
な
か
っ
た
が
、
日
本
囲
内
の
政
治
的
・
社
会
的
な
課
題
を
常
に
念
頭
に

置
い
て
い
た
島
地
は
、
そ
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
「
E
E酒
。
ロ
」
を
受
容
し
た
と

い
う
。
そ
し
て
島
地
は
帰
国
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
学
ん
だ
洞
察
を
「
目
『
明
。
E
の

あ
り
方
の
模
索
に
応
用
し
、
神
道
の
排
除
や
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
対
策
、
そ
し
て
合
理

的
な
宗
教
と
し
て
の
仏
教
の
構
築
に
尽
力
し
て
い
っ
た
。

第
五
章
に
お
い
て
、
「
宗
教
」
の
対
話
と
さ
れ
て
き
た
概
念
と
し
て
の
「
世
俗
」

と
「
世
俗
化
」
が
検
討
さ
れ
る
。
著
者
は
村
岡
典
嗣
(
一
八
八
四

l
一
九
四
六
)
や

丸
山
真
男
(
一
九
一
四

l
一
九
九
六
)
の
論
述
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
宗
教
の
表
退
と

い
う
語
り
方
、
そ
し
て
丸
山
が
そ
の
文
脈
で
用
い
た
「
世
俗
」
の
系
譜
を
追
跡
す
べ

く
、
江
戸
期
ま
で
遡
っ
て
「
世
俗
」
を
言
説
史
的
に
考
察
す
る
ロ
そ
こ
で
、
前
近
代

か
ら
用
い
ら
れ
た
「
世
」
と
「
俗
」
の
用
法
、
そ
し
て
真
宗
の
枠
組
に
お
い
て
説
か

れ
る
「
王
法
仏
法
」
、
「
真
俗
二
習
に
注
目
し
、
明
治
期
の
「
世
俗
」
と
い
う
言
葉

が
継
承
し
た
概
念
的
遺
産
を
掘
り
出
そ
う
一
と
す
る
ロ
ま
た
、
「
世
俗
」
と
い
う
用
語

の
成
立
過
程
が
「
宗
教
」
と
並
行
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
宗
教
概
念
が
こ
の
対

語
と
の
相
互
関
係
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
著
者
は
さ
ら
に
、

本
書
の
対
象
た
る
島
地
の
営
為
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
宗
門
の
信
念
・
実
践
体
系
と
国

家
を
分
別
す
る
傾
向
は
、
上
述
し
た
真
宗
の
伝
統
を
継
承
し
た
と
し
つ
つ
、
彼
が
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「
治
教
」
と
い
う
言
葉
を
「
宗
教
」
と
対
置
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
伝
統
の

枠
組
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
と
論
じ
て
い
る
。

結
論
で
は
、
本
書
で
一
貫
し
て
主
張
さ
れ
る
、
宗
教
聾
叫
の
形
成
に
決
定
的
で
あ

っ
た
と
さ
れ
る
三
つ
の
要
素
|
|
「
西
洋
の
影
響
」
、
「
園
内
の
政
治
課
題
」
、
「
土
着

の
伝
統
」
ー
ー
が
各
章
の
整
理
と
議
論
の
補
足
に
よ
っ
て
振
り
返
り
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
「
宗
教
」
の
形
成
を
西
洋
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
み
に
求
め
る
ポ
ス
ト
オ

リ
エ
ン
タ
り
ズ
ム
批
判
に
対
し
、
著
者
は
ご
九
世
紀
に
お
け
る
宗
教
概
念
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
歴
史
は
、
西
洋
の
発
明
が
ほ
か
の
地
域
や
国
に
輸
出
さ
れ
た
の
で
は
な

く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
言
説
に
お
け
る
(
多
様
性
を
備
え
た
)
共
同
構
築
で
あ
る
」
と

指
摘
す
る
(
一
四
一
頁
)
。

次
に
、
本
書
が
近
代
宗
教
史
研
究
に
い
か
な
る
貢
献
を
な
し
た
か
に
つ
い
て
、
個

人
的
な
所
感
と
展
望
を
述
べ
る
よ
う
に
努
め
た
い
。
本
書
で
し
ば
し
ば
強
調
さ
れ
た

よ
う
に
、
近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
概
念
の
形
成
は
、
西
洋
か
ら
の
一
方
的
な
輸
入

と
い
う
よ
り
も
、
土
着
の
行
為
主
体
が
自
ら
の
立
場
を
以
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
言
説
の

中
に
積
極
的
に
参
入
し
た
「
交
渉
」
と
い
う
過
程
の
産
物
で
あ
る
。
こ
の
卓
見
と
も

言
う
べ
き
指
摘
は
、
島
地
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
他
の
仏
教
者
あ
る
い
は
仏
教
結
社

に
焦
点
を
当
て
る
に
際
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
向
を
視
野
に
入
れ
、
そ
こ
で
研
究
対

象
が
い
か
な
る
「
交
渉
」
を
試
み
た
か
と
い
う
方
向
に
も
、
今
後
、
様
々
な
角
度
か

ら
展
開
、
深
化
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
欧
米
に
お
け
る
日
本
近
代

仏
教
史
研
究
の
先
駆
者
の
一
人
で
あ
る
ジ
ェ
!
ム
ス
・
ケ
テ
ラ
l
が
主
著
『
邪
教
/

殉
教
の
明
治
』
に
お
い
て
、
一
八
九
三
年
に
開
催
さ
れ
た
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
大
会
に

注
目
し
、
そ
こ
に
お
け
る
表
象
と
し
て
の
「
仏
教
」
の
再
構
築
広
着
目
し
て
い
る
が
(2)
、

著
者
が
示
し
た
よ
う
な
観
点
か
ら
さ
ら
に
、
「
仏
教
」
の
内
実
・
本
質
の
「
交
渉
」

の
舞
台
と
し
て
、
シ
カ
ゴ
万
国
宗
教
大
会
を
め
ぐ
る
研
究
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
前
近
代
か
ら
近
代
へ
の
展
開
に
ま
つ
わ
る
著
者
の
貢
献
を
挙
げ
た
い
。

本
書
で
は
、
土
着
概
念
の
遺
産
が
丹
念
な
史
料
分
析
に
よ
っ
て
掘
り
下
げ
ら
れ
、
そ

こ
で
、
島
地
の
よ
う
な
前
近
代
と
近
代
の
は
ざ
ま
で
生
き
た
仏
教
者
が
継
承
し
た

「
伝
統
」
と
そ
の
系
譜
が
解
明
さ
れ
た
。
近
代
仏
教
研
究
の
分
野
に
お
い
て
は
昨
今
、

前
近
代
と
近
代
の
『
断
絶
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
「
連
続
性
」
も
考
え
る
必
要
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
「
宗
教
」
の
創
出
に
不
可
欠
な
要
素
と
し
て
機
能
し
た
「
宗

門
」
・
「
教
法
」
・
「
聖
道
」
な
ど
の
検
討
は
無
論
、
組
織
や
団
体
の
再
編
!
教
義
の
再

解
釈
な
ど
に
関
す
る
研
究
も
求
め
ら
れ
て
い
る
ロ
本
書
は
「
宗
教
」
の
構
成
要
素
を

江
戸
期
ま
で
追
跡
し
た
こ
と
や
、
真
宗
の
「
伝
統
」
の
近
代
的
な
展
開
に
光
を
当
て

た
こ
と
で
、
「
伝
統
/
近
代
」
と
い
う
対
立
の
問
題
に
対
し
、
大
き
く
貢
献
を
果
た

し
た
と
言
え
る
。
一
方
、
本
書
で
紙
幅
を
多
く
割
い
た
真
宗
の
伝
統
教
義
が
具
体
的

に
い
か
に
島
地
に
影
響
し
た
か
、
換
言
す
れ
ば
、
様
々
な
「
伝
統
」
が
並
存
し
た
な

か
で
、
彼
は
い
か
な
る
「
伝
統
」
と
関
わ
り
、
い
か
に
そ
の
再
解
釈
を
試
み
た
か
に

つ
い
て
、
も
う
少
し
説
明
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
内
面
的
な
領
域
に
属
す
る
宗
教
概
念
の
形
成
と
真
宗
の
特
殊
性
の
関
連

に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
著
者
は
島
地
の
事
例
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
宗
教
概
念

が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
通
し
、
真
宗
の
枠
組
で
親
驚
か
ら
継
承
さ
れ
た
「
信
心
」
が

再
解
釈
さ
れ
て
い
く
と
い
う
重
要
な
洞
察
を
披
L

湿
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

真
宗
の
伝
統
教
考
か
「
宗
教
」
の
意
味
に
影
響
を
与
え
、
同
時
に
、
真
宗
そ
の
も
の

も
「
宗
教
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
変
貌
し
て
い
く
。
一
方
、
「
宗
教
」
の

核
心
と
さ
れ
る
「
信
仰
」
も
近
代
を
通
し
て
構
築
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
る
ま
い
。
例
え
ば
、
評
者
の
研
究
対
象
で
あ
る
境
野
黄
洋
(
一
八
七
一
一

九
三
三
)
は
、
世
紀
転
換
期
に
巻
き
起
こ
り
、
健
全
な
「
信
仰
」
の
樹
立
を
掲
げ
た

新
仏
教
運
動
の
主
な
指
導
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
知
識
体
系
|

!
と
り
わ
け
信
仰
理
解
ー
ー
も
、
真
宗
の
「
伝
統
」
と
の
開
速
で
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
。
か
か
る
信
仰
言
説
と
真
宗
の
「
伝
統
」
と
の
か
か
わ
り
は
、
ム
寸
後
、

討
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

-35-

さ
ら
に
検



『年報日本思想史』第18号 (2019年3月)

本
書
は
近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教
概
念
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
交
渉
」

る
と
い
う
こ
と
を
示
す
試
み
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
近
代
の
「
知
」
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
時
的
か
つ
共
時
的
に
考
え
る
方
法
を
提
示
し
た
も
の
で
も
あ
る
。

「
交
渉
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
宗
教
概
念
の
構
築
を
考
察
し
た
本
書
に
よ
っ
て
、

近
代
日
本
研
究
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
が
広
が
る
こ
と
を
切
に
望
む
。

(
C
R話
回
目
々
。
同
回
目
司
自
J
P
E
m
u
十
『
己
一
可

M
O
H
m
u
回

品

目

遣

4
d回一
明
日
申
b
D
) の

産
物
で
あ

註

(1)
林
淳
「
宗
門
か
ら
宗
教
へ

l
l
「
宗
教
と
倫
理
」
前
史
」
(
池
上
良
正
・
他
編
『
宗
教

と
は
な
に
か
・
岩
波
講
座
宗
教
I
』
岩
波
書
庖
、
二
O
O三年)、

一
六
九
一
九
O
頁

震

(2)
仕
草
E
回
附

F
Z
F
問
M
O同
国
O
Bロ
自
宮
内
同
冨
問
者
E
E
冨
o
a
t
F司
自
国
E
a
E目

回
国
内
同
司
向
田
EPOHH
市
民
国
noEロ
司
口
言
語
百
ロ

C
E
4
4
0
E
H
4
F
O
B
-
同
由
由
。
)
岡
田
正
彦

訳
『
邪
教
/
殉
教
の
明
治
|
|
廃
仏
駿
釈
と
近
代
仏
教
』
(
べ
り
か
ん
社
、
二
O
O六
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一
九
一
|
二
四
四
頁
J(

東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
博
士
課
程
前
期
)


